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規
約
の
変
更

【
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
】

　
後
志
広
域
連
合
の
加
入
に
伴

う
関
連
箇
所
の
規
約
改
正

工
事
請
負
契
約
の
締
結

【
役
場
庁
舎
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・

モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
工
事
】

○
契
約
の
相
手
方

　
加
藤
電
気
工
業
株
式
会
社

○
契
約
金
額

�

８
，
１
３
６
万
円

○
工
期

　
契
約
の
日
か
ら
令
和
６
年
３

月
１
日
ま
で

○
契
約
方
法

　
指
名
競
争
入
札

物
品
購
入
契
約
の
締
結

【
公
用
車
購
入
】

○
契
約
の
相
手
方

　
有
限
会
社
中
士
幌
自
動
車
工
業

○
契
約
金
額

�

１
，
６
６
９
万
円

○
契
約
方
法

　
指
名
競
争
入
札

条
例
の
改
正

【
士
幌
町
こ
ど
も
発
達
相
談
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
】

【
士
幌
町
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
】

【
士
幌
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
】

【
士
幌
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
】

　
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
施

行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、

各
条
例
を
改
正　

【
士
幌
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案
】

　
国
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
定
め
る

通
知
の
改
正
に
よ
り
、
条
例
を

改
正人 

事

【
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
】

任
期
満
了
に
よ
り
、
原
尾
英
祐

氏
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

各
会
計
補
正
予
算

　
一
般
会
計
、
ほ
か
６
特
別
会

計
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し

た
。

　
主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
補
正
予
算
の
歳
出

１
０
０
万
円
以
上
の
み
記
載
）

一

般

会

計

▼
蓄
電
池
導
入
補
助
金

�

２
２
５
万
円

▼
自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電
設

備
等
導
入
補
助
金

�

１
，
９
７
０
万
円

▼
省
エ
ネ
家
電
買
換
え
補
助
金

�

５
０
０
万
円

▼
臨
時
冬
期
暖
房
費
助
成
事
業

�

６
９
３
万
円

▼
予
防
接
種
委
託
料

�

３
８
３
万
円

▼
定
住
雇
用
促
進
賃
貸
住
宅
建

設
事
業
助
成
金

�

４
８
５
万
円

▼
麦
・
大
豆
生
産
技
術
向
上
事

業
補
助
金

�

１
億
１
，
２
３
５
万
円

▼
修
繕
料

�

５
６
５
万
円

令和５年 第３回定例会

　令和５年第３回定例会は、９月８日から15日までの会期で開会。
　８日は行政報告、教育行政報告、監報告、議案８件の審議を行いました。（９月９日～11日は議
案調査のため休会）
　12日は、４人の議員が登壇して一般質問６件、人事案１件、議案１件、令和５年度各会計補正予
算７件を審議、令和４年度各会計の歳入歳出決算にかかる決算審査特別委員会（中村 貢 委員長）
を設置し、14日まで審査を行い、同日に本会議を再開し、各会計の歳入歳出決算を認定、追加議案
１件、会議案１件、意見書案３件の審議を行い、すべての議件を原案のとおり可決しました。
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意
見
書
審
査
報
告

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
３

件
の
意
見
書
（
案
）
が
審
査
依

頼
さ
れ
、
本
会
議
に
提
案
し
、

原
案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
関
係

機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

【
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
】

①
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実

現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
施
策
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

②
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会

資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

③
肥
料
、
燃
油
な
ど
の
生
産
資

材
等
高
騰
対
策
の
強
化
を
求
め

る
意
見
書

議案番号 件　　　　　　　　名 結果 賛・反
監報告第１号 例月出納検査報告 了承
議案第１号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 可決 全員賛成
議案第２号 工事請負契約の締結について 可決 全員賛成
議案第３号 物品購入契約の締結について 可決 全員賛成
議案第４号 士幌町こども発達相談センター設置条例の一部を改正する条例案 可決 全員賛成
議案第５号 士幌町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例案 可決 全員賛成
議案第６号 士幌町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例案 可決 全員賛成

議案第７号 士幌町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例案 可決 全員賛成

議案第８号 士幌町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例案 可決 全員賛成

議案第９号 教育委員会委員の任命について 同意 全員賛成
議案第10号 損害賠償額の決定及び和解について 可決 全員賛成
議案第11号 令和５年度士幌町一般会計補正予算（第６号） 可決 全員賛成
議案第12号 令和５年度士幌町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決 全員賛成
議案第13号 令和５年度士幌町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 可決 全員賛成
議案第14号 令和５年度士幌町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決 全員賛成
議案第15号 令和５年度士幌町介護サービス事業特別会計補正予算 （第２号） 可決 全員賛成
議案第16号 令和５年度士幌町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 全員賛成
議案第17号 令和５年度士幌町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 全員賛成
認定第１号 令和４年度士幌町一般会計歳入歳出決算認定 認定 全員賛成
認定第２号 令和４年度士幌町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 全員賛成
認定第３号 令和４年度士幌町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 全員賛成
認定第４号 令和４年度士幌町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 全員賛成
認定第５号 令和４年度士幌町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 全員賛成
認定第６号 令和４年度士幌町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 全員賛成
認定第７号 令和４年度士幌町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 全員賛成
認定第８号 令和４年度士幌町国民健康保険病院事業会計歳入歳出決算認定 認定 全員賛成

追加議案第18号 令和５年度士幌町一般会計補正予算（第７号） 可決 全員賛成
会議案第５号 議員派遣の件 可決 全員賛成
意見書案第５号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の

充実・強化を求める意見書 可決 全員賛成
意見書案第６号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書 可決 全員賛成
意見書案第７号 肥料、燃油などの生産資材等高騰対策の強化を求める意見書 可決 全員賛成

９月定例会に審議された結果は以下のとおりです

町の木／カシワ
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質
　
問

　
本
町
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
ト
ラ
ブ
ル
や
自
主
返
納

は
あ
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

髙
木
町
長
答
弁

　
本
町
に
お
い
て
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
ト
ラ
ブ
ル
等
の
発

生
は
確
認
さ
れ
ず
、
自
主
的
に

返
納
さ
れ
る
事
例
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

今
後
も
、
国
の
動
向
を
注
視
し

つ
つ
申
請
環
境
の
充
実
や
交
付

体
制
の
整
備
に
努
め
、
普
及
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
　
問

　
26
％
の
方
が
取
得
し
て
い
な

い
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
の
高
齢
者
へ
の
対
策
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

髙
木
町
長
答
弁

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
や

高
齢
者
の
自
宅
に
お
伺
い
し
て
、

申
請
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
カ
ー
ド
が
で
き
た
ら

説
明
し
て
届
け
る
よ
う
、
対
応

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
　
問

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
健
康
保
険

証
の
ひ
も
づ
け
誤
り
が
報
道
等

で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、

町
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

髙
木
町
長
答
弁

　
役
場
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
、
確
認

方
法
等
を
通
知
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

質
　
問

　
令
和
６
年
の
秋
頃
に
は
、
健

康
保
険
証
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
一
本
化
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
カ
ー
ド
を
取
得
し
て

い
な
い
場
合
は
ど
の
よ
う
な
対

応
に
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

髙
木
町
長
答
弁

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
て
い
な
い
方
、
健
康
保
険

証
と
の
ひ
も
づ
け
を
さ
れ
て
い

な
い
方
に
対
し
ま
し
て
は
、
資

格
確
認
書
を
発
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
ト
ラ
ブ

ル
や
自
主
返
納
に
つ
い
て

ト
ラ
ブ
ル
や
返
納
は
な
い
が

�

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

一般質問に
　4名が登壇

町民の声を町政に・
町政の

ここが聞きたい

大
おおにし

西 米
よね

明
あき

　議員 マイナンバー制度について
山
やまなか

中 明
あきひろ

裕　議員 質問1   こども園・保育所等の「異次元の少子化対策」への対応について
　　 　　　　　 質問2   士幌町の少年団活動およびスポーツ教室の状況について
　　 　　　　　 質問3   教職員の働き方改革について
西
にしやま

山 伸
のぶ

宏
ひろ

　議員 ドッグランの設置について
森
もりもと

本 真
まさ

隆
たか

　議員 今後の道路維持・管理について
９月定例会では４人の議員が一般質問に登壇し、町長および教育長の考えを問いました。
内容を要約してお知らせします。全文については議会ホームページに掲載しています。

【大
おおにし

西　米
よね

明
あき

  議員】

一般質問
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質
　
問

　
政
府
の
「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」
は
全
国
的
な
課
題
で
、

士
幌
町
も
対
応
す
べ
き
で
す
。

こ
ど
も
園
や
保
育
所
の
無
償
化

は
重
要
で
す
が
、
財
政
負
担
、

施
設
と
人
材
の
確
保
、
利
用
者

の
公
平
性
な
ど
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。
完
全
実
施
し
た
場
合
の

問
題
点
、
課
題
点
を
町
長
に
伺

い
ま
す
。

髙
木
町
長
答
弁

　
政
府
は
少
子
化
対
策
の
た
め

の
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
」

を
決
定
し
ま
し
た
。
士
幌
町
で

は
、
第
二
子
以
降
と
特
定
の
第

一
子
の
保
育
料
を
無
償
化
し
て

質
　
問

　
少
年
団
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
教

室
は
、
現
在
17
団
体
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
町
民
か
ら
は

更
な
る
種
目
の
要
望
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
教
育
委
員
会
主
催

の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
種
目
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
、
町
民
の
要

望
に
応
え
や
す
い
と
考
え
ら
れ

い
ま
す
が
、
完
全
無
償
化
に
は

課
題
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
３

歳
未
満
児
の
入
園
希
望
者
増
加

に
よ
る
施
設
と
保
育
士
の
不
足

が
問
題
で
す
。
現
在
、
認
定
こ

ど
も
園
の
改
築
と
新
た
な
保
育

士
確
保
策
を
進
め
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
課
題
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
　
問

　
現
行
の
施
設
で
は
無
償
化
は

難
し
い
が
、
新
築
・
改
築
さ
れ

る
こ
ど
も
園
で
は
可
能
性
を
前

向
き
に
検
討
す
る
と
理
解
し
て

も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

髙
木
町
長
答
弁

　
令
和
７
年
度
に
園
舎
を
建
設

し
、
令
和
８
年
度
か
ら
新
園
舎

で
の
保
育
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。

　
新
施
設
は
希
望
者
が
十
分
に

入
所
で
き
る
規
模
を
検
討
中
で

あ
り
、
併
せ
て
完
全
無
償
化
も

検
討
し
て
お
り
ま
す
。

ま
す
。
今
後
種
目
増
の
予
定
が

あ
る
の
か
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

土
屋
教
育
長
答
弁

　
士
幌
町
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
や
文
化
系
の
団
体
が
社
会

教
育
関
係
団
体
と
し
て
17
団
体

登
録
さ
れ
、
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
主

催
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
も
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
民
か
ら
は
更

な
る
種
目
の
要
望
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
が
少
年
団
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
が
中
心
と
な
り
立
ち
上
げ

る
こ
と
へ
の
相
談
等
に
今
後
も

対
応
す
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま

こ
ど
も
園
の「
異
次
元
の
少
子

化
対
策
」に
つ
い
て

少
年
団
、ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
活

動
に
つ
い
て

完
全
無
償
化
も
検
討

多
く
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
努
力
を
し
ま
す

質
　
問

　
今
後
、
更
な
る
保
育
教
諭
の

確
保
が
必
要
と
な
る
と
考
え
ら

れ
、
手
当
等
の
待
遇
改
善
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

保
育
教
諭
確
保
の
方
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

髙
木
町
長
答
弁

　
保
育
教
諭
、
保
育
士
の
確
保

に
向
け
、
奨
学
金
制
度
や
就
職

後
の
償
還
支
援
を
活
用
し
、様
々

な
方
策
を
用
い
な
が
ら
、
必
要

な
人
員
を
確
保
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

す
。
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
種
目
増

に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
な
ど
の
意
見
も
賜
り
な
が

ら
幼
児
期
や
運
動
が
苦
手
な
子

ど
も
た
ち
も
参
加
し
や
す
い
環

境
整
備
な
ど
、よ
り
多
く
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

質
　
問

　
保
護
者
の
要
望
な
ど
も
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
取
っ
た
ほ

う
が
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
種
目

に
つ
い
て
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

土
屋
教
育
長
答
弁

　
保
護
者
も
含
め
て
幅
広
い
ご

意
見
は
お
伺
い
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
シ
ー
ズ
ン
ス
ポ
ー

ツ
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
多

く
の
種
目
を
提
供
す
る
た
め
に
、

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
の
協
力
を

得
る
な
ど
の
方
法
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
過
去
２
年
半

で
新
た
な
教
室
の
要
望
が
直
接

教
育
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
今
後
は
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
な
ど
幅
広
く
意
見

を
聴
き
、
要
望
の
聴
取
な
ど
を

行
い
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【山
やまなか

中　明
あきひろ

裕 議員】

【山
やまなか

中　明
あきひろ

裕 議員】

一般質問
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質
　
問

　

２
０
１
６
年
、
公
立
中
学
校

で
働
く
40
代
の
男
性
教
員
が
長

時
間
勤
務
を
死
亡
原
因
と
し
て

損
害
賠
償
を
求
め
た
裁
判
が
あ

り
、
昨
今
学
校
の
先
生
は
過
酷

な
労
働
環
境
に
お
か
れ
て
い
ま

す
。
教
員
勤
務
実
態
調
査
に
よ

れ
ば
、
長
時
間
勤
務
の
教
師
が

多
く
、
学
期
中
の
時
間
外
在
校

時
間
が
月
45
時
間
を
超
え
る
教

師
の
割
合
は
、
小
学
校
で
６
割
、

中
学
校
で
は
７
割
を
超
え
る
と

推
計
さ
れ
、
働
き
方
改
革
は
急

務
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
士
幌
町
に
お
け
る
教

員
の
勤
務
実
態
が
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

土
屋
教
育
長
答
弁

　
教
職
員
の
勤
務
実
態
に
つ
い

て
、
時
間
外
在
校
等
時
間
は
令

和
４
年
度
実
績
、
小
学
校
で
22

時
間
42
分
、
中
学
校
で
35
時
間

36
分
と
な
り
、
前
年
対
比
小
学

校
で
４
時
間
55
分
、
中
学
校
で

２
時
間
32
分
の
い
ず
れ
も
減
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
月
45
時
間

を
超
え
る
教
職
員
の
割
合
は
小

学
校
で
６
・
４
％
、
中
学
校
で

30
・
１
％
と
な
っ
て
お
り
、
小

学
校
、
中
学
校
と
も
に
全
国
平

均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
教
員
の
長
時
間
労
働
の
是
正

を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

業
務
の
見
直
し
を
し
な
が
ら
教

員
の
業
務
の
適
正
化
を
促
進
し
、

教
員
が
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合

え
る
環
境
整
備
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

質
　
問

　
多
く
の
教
職
員
は
、
テ
ス
ト

の
採
点
や
評
価
、
教
材
研
究
な

ど
を
家
で
の
持
ち
帰
り
残
業
が

日
常
化
し
て
お
り
、
管
理
職
は

先
生
方
に
は
早
く
帰
る
よ
う
と

指
導
し
て
い
ま
す
。
時
間
外
勤

務
の
減
少
に
伴
い
持
ち
帰
り
残

業
の
増
加
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

業
務
の
持
ち
帰
り
残
業
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

川
口
参
事
答
弁

　
持
ち
帰
り
残
業
の
調
査
は
町

教
育
委
員
会
と
し
て
は
行
っ
て

は
お
り
ま
せ
ん
。
全
道
で
は
何

校
か
指
定
さ
れ
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

質
　
問

　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
、
時

間
外
勤
務
問
題
は
業
務
に
追
わ

れ
発
想
力
豊
か
な
仕
事
が
難
し

い
と
考
え
、
時
間
的
に
余
裕
も

な
く
先
生
と
子
ど
も
た
ち
と
接

す
る
時
間
が
減
少
し
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
士
幌
町
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
も
長
時
間
労
働

是
正
の
取
り
組
み
の
中
で
、
業

務
の
取
捨
選
択
に
つ
い
て
も
具

体
的
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
長
時

間
労
働
是
正
の
取
り
組
み
を

学
校
業
務
の
見
直
し
を
図
り
教
員
が

�
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
え
る
環
境
整
備
の
推
進

ビ
ル
ド
の
観
点
か
ら
検
討
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

川
口
参
事
答
弁

　
コ
ロ
ナ
過
で
学
校
行
事
が
中

止
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
行
事
が

本
当
に
必
要
で
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
な
る
の
か
を
学
校
長
と

協
議
し
、
行
事
や
学
校
業
務
の

見
直
し
を
行
い
先
生
方
の
効
率

的
な
働
き
方
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
各
学
校
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
　
問

　
士
幌
町
で
は
多
く
の
方
が
ペ
ッ

ト
を
飼
っ
て
お
り
、
心
身
の
健

康
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。
町
内
に
無
料
で
利

用
で
き
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
は
道
の

駅
「
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」
の
敷
地

内
が
あ
り
ま
す
が
、
町
民
か
ら

「
遠
く
て
使
い
づ
ら
い
」
等
の

声
が
あ
り
、
街
中
に
ド
ッ
グ
ラ

ン
の
設
置
要
望
の
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

髙
木
町
長
答
弁

　
「
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」
の
ド
ッ

グ
ラ
ン
は
利
用
さ
れ
た
お
客
様

か
ら
の
ご
意
見
を
受
け
、
指
定

管
理
者
で
あ
る
士
幌
町
商
工
会

が
利
用
形
態
や
ル
ー
ル
の
検
証
、

管
理
等
の
試
行
の
た
め
に
簡
易

的
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。
昨

年
度
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
地

域
社
会
）
の
醸
成
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
道
の
駅
「
ピ
ア

21
し
ほ
ろ
」
公
園
整
備
基
本
計

画
を
策
定
し
、
道
の
駅
利
用
者

だ
け
で
な
く
、
多
様
な
人
々
が

街
中
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
を

近
隣
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

【山
やまなか

中　明
あきひろ

裕 議員】

一般質問

【西
にしやま

山　伸
のぶ

宏
ひろ

 議員】



7 しほろ議会だよりＮo190

質
　
問

　
近
年
、
舗
装
道
路
の
ひ
び
に

よ
る
段
差
の
解
消
を
望
む
声
を

聞
く
よ
う
に
な
り
、
町
と
し
て

今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
検
討

し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

髙
木
町
長
答
弁

　
令
和
４
年
度
末
町
道
は
３
５

２
路
線
で
総
延
長
５
８
６
㎞
、

舗
装
済
み
延
長
３
０
３
㎞
で
、

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
維

持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。
情

報
提
供
を
い
た
だ
き
な
が
ら
損

傷
の
ひ
ど
い
場
所
、
重
要
度
の

高
い
路
線
か
ら
舗
装
修
繕
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
舗
装
長
寿
命

化
修
繕
計
画
を
策
定
し
推
進
し

て
い
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も

補
償
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基

づ
き
、
必
要
な
予
算
を
確
保
し

な
が
ら
安
全
、
安
心
に
道
路
を

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
維

持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
　
問

　
舗
装
長
寿
命
化
修
繕
計
画
は

策
定
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
町
民
の

方
に
も
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
方
法
を
と
る
べ
き
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

髙
木
町
長
答
弁

　
当
時
、
ど
の
よ
う
な
経
過
で

公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
計
画

に
つ
い
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
開
し
な
が
ら
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
も
承
り
な
が
ら
、

修
繕
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
　
問

　
27
年
度
に
策
定
さ
れ
８
年
ほ

今
後
の
舗
装
道
路
の
維
持
管
理

道
路
段
差
・
ひ
び
割
れ
等
の
補
修
に
努
め
ま
す

町
民
と
の
交
流
が
図
ら
れ
る
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
（
す
べ
て
を
包

括
す
る
）
な
公
園
と
な
る
よ
う

な
ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
士
幌
町
で
は
約
10
世
帯
に
１

世
帯
が
犬
を
飼
育
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
街
中
の
ド
ッ
グ
ラ

ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
機
能

や
設
置
面
積
確
保
だ
け
で
な
く
、

近
隣
住
民
の
ご
理
解
が
不
可
欠

で
、
町
民
の
ご
意
見
を
十
分
に

把
握
し
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

質
　
問

　
道
の
駅
の
敷
地
内
に
あ
る
ド
ッ

グ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
ル
ー
ル
の

検
証
や
管
理
等
の
試
行
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に

検
証
し
た
の
か
伺
い
ま
す
。

郷
原
産
業
振
興
課
長
答
弁

　
道
の
駅
ド
ッ
グ
ラ
ン
は
令
和

３
年
に
簡
易
的
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
利
用
期
間
は
４
月
下
旬

か
ら
11
月
中
旬
の
９
時
か
ら
17

時
ま
で
。
管
理
方
法
は
道
の
駅

駅
長
が
施
錠
管
理
や
ド
ッ
グ
ラ

ン
内
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
状
況
と
し
て
は
、
大
半

が
旅
行
者
で
町
民
の
利
用
者
は

あ
ま
り
な
い
よ
う
で
す
。
平
均

で
平
日
２
組
、
土
日
６
組
ほ
ど

が
利
用
し
て
お
り
、
午
前
中
の

利
用
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
ご
利
用
さ
れ
た
方
の
ご
意
見
・

ご
要
望
と
し
て
は
、「
水
道
・

足
洗
い
場
」
の
設
置
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
苦
情
・
ト
ラ
ブ
ル
・

事
故
等
に
つ
い
て
は
現
在
の
と

こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
排
泄
物
の

マ
ナ
ー
違
反
の
発
見
は
こ
れ
ま

で
３
回
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

質
　
問

　
現
在
計
画
し
て
い
る
ド
ッ
グ

ラ
ン
で
は
多
様
な
人
々
が
町
民

と
交
流
を
図
れ
る
も
の
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
か

ら
は
「
遠
く
て
使
い
づ
ら
い
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。
新

し
く
道
の
駅
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
を

設
置
し
て
も
町
民
は
使
い
づ
ら

い
ま
ま
と
考
え
ま
す
が
ど
の
よ

う
に
考
え
ま
す
か
。

郷
原
産
業
振
興
課
長
答
弁

　
昨
年
策
定
し
た
道
の
駅
公
園

プ
ラ
ン
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
は
、
道

の
駅
と
い
う
性
質
上
、
旅
行
者

の
方
を
メ
イ
ン
に
考
え
て
い
ま

す
。
町
民
の
方
か
ら
の
意
見
を

参
考
に
面
積
等
ま
た
大
型
犬
や

小
型
犬
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
考

え
て
い
ま
す
。
町
の
中
か
ら
は

遠
い
と
の
ご
意
見
で
す
が
、
現

在
検
討
し
て
い
る
の
は
、
道
の

駅
内
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
と
い
う
こ

と
で
考
え
て
い
ま
す
。

質
　
問

　
町
民
は
「
街
中
、
散
歩
が
て

ら
ち
ょ
っ
と
ド
ッ
グ
ラ
ン
で
運

動
さ
せ
た
い
」「
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
ほ
う
が
利
用
し
や
す
い
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
町

長
は
「
街
中
に
つ
い
て
は
愛
犬

家
の
実
態
や
要
望
、ま
た
、ペ
ッ

ト
を
飼
っ
て
い
な
い
町
民
の
ご

意
見
な
ど
を
把
握
し
て
慎
重
に

検
討
し
た
い
」
と
の
答
弁
で
し

た
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
、

要
望
の
把
握
等
し
て
い
く
の
か
、

ま
た
、
要
望
を
聞
く
期
間
は
ど

の
く
ら
い
の
期
間
を
想
定
し
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。　

髙
木
町
長
答
弁

　
懸
念
さ
れ
る
の
は
犬
に
よ
る

鳴
き
声
が
近
隣
の
方
へ
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
に
お
い

等
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
意
見
・

要
望
の
具
体
的
な
把
握
方
法
に

つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
検
討
い
た

し
ま
す
。

一般質問

【森
もりもと

本　真
まさ

隆
たか

 議員】
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ど
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
お
そ
ら
く
遅
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
そ

れ
も
含
め
説
明
く
だ
さ
い
。

上
山
建
設
課
長
答
弁

　
重
要
度
等
を
踏
ま
え
、
17
路

線
28
・
３
㎞
に
優
先
順
位
を
つ

け
て
計
画
し
て
い
ま
す
。
令
和

４
年
現
在
実
質
修
繕
延
長
が
７
・

２
㎞
と
な
っ
て
お
り
、
約
26
％

弱
の
進
捗
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
　
問

　
10
年
を
目
安
と
し
た
計
画
で
、

も
う
計
画
の
後
半
に
達
し
て
い

ま
す
。実
施
済
み
が
３
割
に
至
っ

て
い
な
い
現
状
で
、
慢
性
的
に

計
画
よ
り
も
遅
れ
る
こ
と
が
多

い
と
い
う
認
識
で
よ
ろ
し
い
で

し
ょ
う
か
。

髙
木
町
長
答
弁

　
町
全
体
の
予
算
の
中
で
建
設

事
業
等
に
ど
の
程
度
投
入
で
き

る
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
勘

案
し
な
が
ら
予
算
編
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
国
の
予
算
採
択
に

つ
い
て
も
近
年
難
し
い
状
況
で

要
望
通
り
採
択
い
た
だ
け
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
計
画
に

対
し
て
ど
う
し
て
も
徐
々
に
遅

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

質
　
問

　
今
後
で
き
る
限
り
精
度
を
上

げ
て
い
く
よ
う
な
作
業
の
実
施

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
質
問
し
た
「
ひ
び
に
よ
る

段
差
の
解
消
」
で
す
が
、
進
行

方
向
に
対
し
て
垂
直
に
走
る
ひ

び
、
そ
れ
が
広
が
り
段
差
が
生

じ
て
い
ま
す
。
農
村
部
に
あ
っ

て
は
農
作
業
機
械
や
貨
物
車
両

が
段
差
に
よ
っ
て
は
ね
る
現
象

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
、
４
年
に
行
わ
れ
た
地
域

懇
談
会
で
段
差
解
消
の
要
望
を

出
し
た
と
こ
ろ
、
町
は
検
討
中

で
あ
る
と
の
回
答
が
な
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
検
討
が
な
さ
れ
、
方
針
が
決

ま
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

髙
木
町
長
答
弁

　
舗
装
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の

中
、
ご
指
摘
の
横
断
ク
ラ
ッ
ク

（
横
断
す
る
ひ
び
）
の
み
の
評

価
点
は
高
く
な
く
、
起
債
事
業

も
含
め
活
用
し
て
の
オ
ー
バ
ー

レ
イ
補
修
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

い
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。ど
の
よ
う
に
横
断
ク
ラ
ッ

ク
補
修
を
す
る
か
業
者
と
も
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
ク
ラ
ッ
ク
に

証
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
た

い
の
で
す
が
、
ど
う
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

髙
木
町
長
答
弁

　
町
内
の
舗
装
道
路
で
も
ク
ラ
ッ

ク
の
度
合
い
に
よ
っ
て
補
修
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
破
損
の
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
道
路
維
持
、
安
全
性
確
保
に

努
め
て
い
く
し
か
な
い
と
考
え

ま
す
。

質
　
問

　
舗
装
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
主
要
道
路
に

つ
い
て
も
か
な
り
遅
れ
て
い
ま

す
。
横
断
ク
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て

も
「
そ
ん
な
に
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
う
の
か
」
と
い
う
町
民

の
意
識
を
払
し
ょ
く
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
町
長
は
じ
め
建

設
課
等
協
力
い
た
だ
い
て
安
全

な
道
路
に
な
る
よ
う
努
力
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
早
い
施
工
で
町
民
が
安

心
し
て
通
行
で
き
る
道
路
づ
く

り
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

髙
木
町
長
答
弁

　
舗
装
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

位
置
付
け
た
路
線
に
つ
い
て
は

樹
脂
を
注
入
し
平
坦
性
を
よ
く

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
７

ｍ
程
度
補
修
す
る
と
３
万
８
千

円
程
度
か
か
る
そ
う
で
す
。
20

ｍ
に
１
か
所
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
１
㎞
あ
た
り
２
０
０
万
円

ほ
ど
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
間
舗
装
予
算
９
５
０
万
円
の

中
で
舗
装
補
修
を
し
て
い
ま
す
。

優
先
度
の
高
い
順
に
実
施
し
て

い
る
の
で
横
断
ク
ラ
ッ
ク
の
補

修
ま
で
十
分
に
手
が
回
っ
て
い

な
い
の
が
現
実
で
す
。

質
　
問

　
ま
さ
に
横
断
ク
ラ
ッ
ク
の
苦

情
が
増
え
て
い
ま
す
。
樹
脂
の

注
入
補
修
は
応
急
措
置
で
、
緊

急
性
の
高
い
道
路
に
つ
い
て
は

非
常
に
有
効
だ
と
考
え
ま
す
。

一
定
の
区
間
を
設
け
て
、
注
入

剤
の
補
修
に
つ
い
て
効
果
の
検 舗装道路に見られる「横断クラック」

予
算
の
確
保
を
し
な
が
ら
実
施

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
格
的
な
補
修
対
象
に
な
ら
な

い
路
線
に
つ
い
て
は
町
単
独
費

を
投
入
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん

が
、
予
算
確
保
も
含
め
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ばれいしょの収穫風景

一般質問
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議会活動についてもっと知りたい！
～決算審査ってなぁに？～

決算審査とは、毎年度、町長が一般会計、特別会計、事業会計など各会計決算の認定に係る
議案を議会に提出し、議会は予算が目的に沿って効果的、効率的に執行されたかなどを審議・
審査します。

決算審査は適切な予算を
作成するためにとても重要！

決算審査は予算案作成から一連のサイクルになっていて、議会が決算審査をとおして予算執行の問
題点を指摘し、改善していくことは適切な予算を作成する上で、とても重要な役割です。

①町長は決算の審議等を踏まえ予算案を作成します。
　議会は内容が適切かどうかを審議し、議決します。
②町長は予算に基づき事業を実施します。
③町長は前年度の執行内容を決算としてまとめ、議会に提出します。
④議会は予算執行が適正だったかを９月定例会の決算審査特別委員会で
　審議・審査し、最終日に委員会での審査内容が報告され、議決を行い、
　町長は審査結果が次年度以降の予算に反映されるように検討します。

①予算案作成
予算案の審議

②予算執行④決算審査
③決算資料を
議会に提出
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質　問 答　弁
【一般会計】
『総務費』

秋間委員
ユートピアメールについて22人の問合せの
うち内容と回答は何件か。

22人中連絡先の記入があった10件について
回答しました。主な内容は防災ラジオ、交
付金、除雪、マンホール等に関するものです。

曽我委員 町有林で植栽したアオダモが倒伏している
が管理状況はどうか。

管理に留意したい。

大西委員 ふるさと納税感謝特典贈呈事業は５億円を
超えたが、経費を差引くとどのくらいか。

経費率50%で243,000千円が町の収入となっ
ています。

成田委員 旧小学校施設等利活用推進事業で企業以外
の活用はどうか。

５年度ではありますが３件の相談がありま
した。

大西委員 防災会議は開かれているのか。 コロナ禍もあり５年間は開かれていません。

伊藤委員
災害救助用物資の備蓄品で食料等の賞味期
限の到来したものは更新すべきと思うが、
目標数量はどうか。

防災イベント等で提供しており、目標数量
には達していないものは、計画的に整備し
ていきます。

大西委員
広報が月１回になってチラシが増えている
ので集約してはどうか。また、マスコミを
有効に活用してはどうか。

内容を精査し検討します。

『民生費』

山中委員
・生活保護世帯はどのような理由か。確認
と町の支援体制は。
・士幌町社会福祉協議会の地域福祉活動実
践事業補助金の内容について。

・預貯金が底をつき生活の困窮が主な理由
です。個別の相談で対応しております。
・配食サービス事業をはじめ７つの事業に
ついて説明された。

矢坂委員

・独居高齢者等安否確認訪問事業の18世帯
の実態は。
・敬老会における敬老記念品についてプラ
ザ緑風利用券の利用率は74.7%だが、満額
使えるような記念品にすべきと思いますが
どうか。

・介護サービスを受けていない方を重点的
に実施しています。
・以前は入浴券のみでしたが、現在はプラ
ザ緑風の利用券を配布しましたが、今後は
商品券を検討しています。

大西委員
介護保険事業の準備基金の残高はどのくら
いか。
第９期介護保険事業計画では基金をどれだ
け取り崩すのか。

基金残高は55,600千円となっていますが、
介護保険対象者の減少や今後居宅対応の経
費もかかるので長期に亘った取り崩しとな
る見通しです。

秋間委員
学童保育所について児童数に対する指導員
は適正配置か。

一施設に対して２名を配置しているが、中
士幌については業務委託をして補助員も含
め対応しています。

大西委員
へき地保育所太陽光発電システム発電実績
について「ワット」で表示されているが金
額で表示してほしい。

検討して対応します。

令和４年度  決算の審査
一般会計と６つの特別会計、１つの事業会計について、第３回定例会で付託された議長と議員選出
監査委員を除く10名で構成している決算審査特別委員会（中

なかむら
村　貢

みつぐ
委員長）において、審査が行わ

れました。質問と答弁内容については追加質疑も含め要約してお知らせします。
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質　問 答　弁
【一般会計】
『衛生費』

森本委員
野生大麻の除去数量が前年度より大幅に増
加している原因は何か。
不正けしが庭先で見られるが対応は。

今年の気象環境で自然繁茂が増加したと考
えられます。不正けしと認識するよう周知
を強化します。

大西委員
狂犬病予防事業で登録頭数365匹に対して注
射頭数は303匹なので全頭実施するよう努力
してほしい。

未実施とある中には動物病院で実施してい
る方もいますが努力したい。

山中委員 ごみ処理について春先の散乱が目立ちます。
個人のモラルに起因すると思うが対策は。

啓発活動を充実したい。

大西委員
ごみ処理状況で不法投棄している方は高齢
のため分別できない事情が原因でもある。
高齢者の対策が必要です。

実態を調べ検討します。

成田委員
ごみの排出は最終処分場の可能数量を考え
減量化に努めるとあるが、環境適用型焼却
炉の助成を考えてはどうか。

今後状況を見ながら検討します。

『農林業費』

大西委員

しほろキッチンの利用状況はどうか。この
施設で開発製造した商品は販売できないの
で方向転換すべきと思う。

施設利用や人材育成も含め、町民の利用は
コロナ禍で低調だったが、今後は更に PRを
して活動推進をしたい。
販売には保健所の許可が必要だが、この施
設は研修用として設置した。人材育成には
指導者の確保が難しい。商品製造は委託で
対応しています。

『土木費』

山中委員
各公園の芝刈りの頻度はどのくらいか。
中央高徳公園では草が伸びているので毎週
刈ってほしい。

月２~３回程度刈っている。高徳はパート
ナーシップ事業で実施しています。

『教育費』
山中委員 中学校の理科実習など特別教室にエアコン

を設置してほしい。
特別教室についても現在調査中です。

成田委員 中央中学校教頭は１年で転出したが後任は。 転入は次年度で報告されます。

山中委員 小・中学校の資格取得状況の合格者は努力
の成果としてアピールしては。

受験数だけ報告していますが、合格者につ
いては検討したい。

【国民健康保険病院事業会計】

秋間委員

・令和４年度決算について４億円を超える
赤字に対し院長としてどのような考えで取
り組んできたのか。

・病院に対して患者や入院家族の不満が多
く寄せられている。医療従事者が一丸とな
って患者目線で信頼の回復に努めてほしい。
・院長の診療所化の考えは残念であるが課
題解決に向けて関係者が改善案を検討すべ
きと思うが町はどのような考えか聞きたい。

・医師３人と看護師も十分でない中、誠心
誠意努力をしている。時間外、休日は検査
体制が対応できないので十分な診療は出来
ていない。
・検査体制が整わないのであれば診療所に
改変することも一案であるが、院長として
決めることではない。
・町としては診療所に改変することは考え
ていない。患者の信頼を得るよう改善したい。
かかりつけ制度活用の PRに努め、50床入院
の維持とも合わせ介護医療院化の調査検討
をしたい。

大西委員

・病院の赤字問題について医療従事者であ
る内部職員の考えを聞きたい。

・信頼される病院を望んでいる。現状の病
院体制でも出張医師の混んでいるときは看
護師応援協力体制で労働バランスを図るな
ど改善の余地はあると思うが。

・働く者として赤字金額の大きいことは認
識している。入院の指示は医師の判断によ
るが病院として存続に向けて収支の改善に
努力している。
・外来と病床の連携は週３回調整して対応
している。病院に不満がある場合は具体的
に個別にいってほしい。
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議 会 日 誌（令和５年７月１日～令和５年９月30日）
７月 ４日 議員研修会 ８月 17日 広報研修会

６日 広報特別委員会 農作物作況調査
13日 総務文教常任委員会所管事務調査 18日 例月出納検査（監査委員議員）

シートベルト着用推進キャンペーン旗
なみ 20日 しほろ7000人のまつり

19日 広報特別委員会 23日 産業厚生常任委員会所管事務調査
20日 例月出納検査（監査委員議員） ９月 ４日 議会運営委員会
22日 札幌士幌会総会（議長） ８日 第３回定例会（～14日）
25日 新任議員研修会 全員協議会

８月 ７～８日 道内先進地視察研修 総務文教常任委員会

９日 第３回臨時会 産業厚生常任委員会
全員協議会 14日 広報特別委員会
総務文教常任委員会 20日 例月出納検査（監査委員議員）

産業厚生常任委員会 令和５年度敬老会（議長・産業厚生常
任委員長）
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私
こ
こ
で
暮
ら
せ
る
か
な
。

　
「
移
住
者
」、
当
時
そ
ん
な
言

葉
も
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
時

代
に
結
婚
と
い
う
形
で
は
じ
め

て
士
幌
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ

た
時
の
正
直
な
気
持
ち
で
す
。

今
思
え
ば
私
も
移
住
者
だ
っ
た

の
で
す
。

　
34
年
前
の
晩
秋
、
婚
家
を
初

め
て
訪
問
し
た
時
に
目
に
し
た

士
幌
町
の
町
並
み
は
、
忘
れ
る

事
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
当
時
は
、
国
の
近
代
化
事
業

が
始
ま
る
前
で
今
の
商
店
街
よ

り
さ
ら
に
レ
ト
ロ
な
町
並
み
に

こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
婚
生
活
へ

の
期
待
よ
り
不
安
が
増
し
た
一

瞬
で
し
た
。

　
そ
ん
な
私
も
結
婚
し
て
33
年

た
ち
、
３
人
の
子
ど
も
を
育
て

同
居
の
家
族
を
看
取
り
、
最
近

は
士
幌
町
商
工
会
女
性
部
の
部

長
を
拝
命
し
、
新
米
な
が
ら
商

工
女
性
部
の
活
動
の
一
翼
を
部

員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
日
々

精
進
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
商
工
女
性
部
は
賛
助

会
員
様
を
入
れ
て
総
勢
34
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆

様
が
身
近
に
感
じ
て
下
さ
る
機

会
と
し
て
は
町
内
各
お
祭
り
で

の
飲
食
提
供
、
仮
装
盆
踊
り
で

の
部
員
の
皆
様
の
艶
姿
、
西
２

線
商
店
街
前
の
花
壇
整
備
あ
た

り
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
以
外
に

も
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の「
お

た
の
し
み
会
」
へ
の
協
力
を
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
時
代
の
流
れ
な
の
か

町
の
商
店
の
数
も
減
っ
て
い
き

商
品
を
購
入
す
る
以
外
で
も
子

育
て
の
悩
み
を
聞
い
て
く
だ
さ

っ
た
お
店
の
閉
店
や
ス
ー
パ
ー

の
減
少
は
と
て
も
寂
し
い
出
来

事
で
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
は
ご
夫
婦
で

移
住
し
て
お
店
を
開
い
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
行
動
力
を
も
っ
た

若
い
女
性
の
経
営
者
も
増
え
て

き
て
我
が
商
工
女
性
部
に
も
在

籍
し
て
く
れ
頼
も
し
い
存
在
で

す
。

　
町
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、

私
自
身
も
移
住
し
て
き
た
方
々

を
お
迎
え
す
る
立
場
に
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
自
分
の
経
験
を

も
と
に
受
け
た
ご
恩
を
新
た
な

士
幌
人
に
お
返
し
す
る
時
が
来

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
商
工
女
性
部
も
部
員
の
減
少
、

高
齢
化
で
転
機
を
迎
え
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
つ
つ
あ

る
今
、
当
部
の
活
動
の
あ
り
方

も
変
化
し
て
い
く
時
に
あ
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
商
店

の
お
か
み
さ
ん
気
質
を
残
し
つ

つ
町
民
の
方
々
に
親
し
み
を
感

じ
て
も
ら
え
る
商
工
女
性
部
で

あ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ

れ
か
ら
出
会
え
る
新
し
い
士
幌

人
の
方
々
に
も
。


